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１ 地区、事業及び施行者の名称  

  

(1) 地区の名称  

      西新宿五丁目北地区 

  

(2) 事業の名称  

      西新宿五丁目北地区防災街区整備事業 

  

(3) 施行者の名称  

      西新宿五丁目北地区防災街区整備事業組合 

  

 

２ 施行地区の概況及び事業の目的 

  

(1) 施行地区の概況  

本地区は、新宿駅の北西約 1.2km に位置し、幹線道路沿道では老朽化した中層建築物が多

く、地区内部には老朽化した木造住宅が密集する地区である。本地区を含む西新宿五丁目地

区は、防災街区整備方針において、防災再開発促進地区に指定され、老朽木造住宅等の建替

えの促進と防災性の向上及び住環境の整備を進めることとされている。また、都市再生緊急

整備地域及び特定都市再生緊急整備地域の地域整備方針において、新宿駅周辺地域は、西新

宿の業務地域に近接する密集市街地では防災機能の向上と居住機能をはじめとする複合市街

地を形成し、従前居住者の居住の確保や周辺市街地の都市環境との調和などに十分配慮した

都市開発事業を促進することとされている。更に、神田川流域河川整備計画では連携拠点整

備箇所として、親水施設の整備を検討することとされている。 

 

(2) 事業の目的  

本事業の目的は、土地の高度利用を推進する都市開発事業により防災性の向上を図るとと

もに、居住、業務、商業等多様な機能を備え、周辺環境との調和に配慮した複合市街地の整

備による生活利便性の向上、定住化の支援、子供を安全に安心して育てられる環境の形成を

図ることである。 

また、新宿副都心に近接する地域にふさわしいまちづくりを進めるため、十二社通り沿い

の商業の再生等により連続した活気と賑わいを創出するとともに、神田川沿いの公園（防災

都市計画施設）と連続する広場や水と緑の散歩道等の歩行者空間の整備と併せた歩行者ネッ

トワークの形成により、地域の人々の日常的なコミュニティの場を確保する。 

あわせて、ユニバーサルデザインに配慮し、誰もが移動しやすく、利用しやすく、わかり

やすいまちを実現し、高齢者を始めとして多様な世代の利便性・安全性に充分に配慮したや

さしい市街地の形成を図るとともに、資源の有効利用や施設・設備の省エネルギー化を推進

し、環境に配慮した建築物等の整備及びヒートアイランド現象の抑制を図る。 
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３ 施 行 地 区 

 

(1) 施行地区の位置  

新宿区の西部、西新宿五丁目及び六丁目の面積約 2.4haの区域で、新宿駅の北西約 1.2kmに

位置し、北に青梅街道、東に十二社通り、西に神田川、南に東京都市計画地区計画西新宿五

丁目中央北地区に囲まれている。 

 

 (2) 施行地区の位置図  

     添付書類(1)のとおり。  

 

(3) 施行地区の区域  

東京都新宿区西新宿五丁目 

602番1、602番3、602番4、602番5、602番6、602番7、602番8、602番9、602番10、602番

11、602番13、602番 14、602番15、602番17、603番1、603番8、603番9、603番13、603番

14、603番17、603番 18、603番19、603番21の一部、603番22、603番24、603番25、603番

26、603番27、604番 1、604番2、604番3、604番4、604番5、604番6、604番 7、604番8、

604番9、604番10、605番1、605番2、606番1、606番2、606番3、606番4、606番5、606番

6、606番7、606番8、606番9、606番12、606番13、606番14、606番15、606番16、606番

17、606番18、607番 2、607番3、607番5、607番9、607番10、607番11、607番12、607番

13、607番14、608番 1、608番2、608番8、608番9、608番10、608番11、608番12、608番

13、608番14、608番 15、608番16、608番17、608番18、608番19、608番20、628番1、628

番3、628番6、628番7、628番8、628番9、628番10、628番11、631番1、632番1、632番

4、635番1、635番7、635番8、635番9、636番1、636番5、636番6、636番7、636番10、

636番11、636番12、636番13、636番14、637番1、637番2、637番4、637番 5、637番6、

637番7、637番8、637番9、637番10、637番11、637番12、638番1、638番4、638番5、638

番6、638番7、638番8、638番9、638番10、638番11、638番12、638番13、638番14、638

番15、638番16、638番17、638番18、638番19、638番20、638番21、638番22、638番23、

638番24、638番25、642番1、642番2、642番3、642番8、642番9、642番10、642番11、

642番12、642番13、642番14、642番15、642番16、643番1、643番2、643番 3、643番4、

643番5、643番6、643番7、643番8、643番9、643番10、643番11、643番13、643番14、

643番15、643番16、643番17、644番1、644番3、645番1、645番2、646番1、646番2、647

番1、647番2、648番、649番1、649番2、649番3、650番1、651番の一部、607番9地先無

地番、608番9地先無地番、605番2地先無地番、650番1地先無地番、644番3地先から631

番1地先無地番、638番13地先から607番12地先無地番、638番13地先から644番3地先無

地番、602番4地先から603番21地先無地番 

東京都新宿区西新宿六丁目 

602番2の一部、603番2の一部、639番5の一部、639番7の一部、642番5の一部、642番6

の一部、642番7の一部、644番2の一部、647番2の一部、644番2地先無地番 

 

(4) 施行地区の区域図  

     添付書類(2)のとおり。  

  

(5) 施行地区の面積 

     約 2.4ha   
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４ 設 計 の 概 要  

  

(1) 設計説明書  

  

1) 基本的設計方針  

防災施設建築物は、本事業の目的である延焼防止及び避難機能の改善等による防災性の向

上を図るため、優れた防火性能と耐震性能を有する建築物とし、施設内部には災害時に有効

に活用される施設を設置する。また、沿道部には災害時に避難路として機能する歩道状空地

と敷地内に防災活動も可能とする広場を確保することで、安全で良好な環境を計画する。 

 

2) 防災施設建築物の設計の概要  

(ｲ) 設計方針  

本事業の防災施設建築物は住宅、事務所、店舗、駐車場で構成される１棟と住宅、店

舗、保育所等、駐車場の１棟の計２棟の施設建築物である。 

駐車場は、十分な設置台数を確保し、歩行者の安全性等に配慮した計画とする。  

都市型住宅は、周辺環境に配慮した平面計画とし、住戸は採光、通風に配慮すること

で、居住者へ良好な居住環境を提供する。  

建築物は高さ約 160ｍ及び約 130mの高層建築物であり、周辺市街地への日照環境に配慮

し、日影の影響をできるだけ軽減した配置及び形状とする。 

 

1. 配置・動線計画  

A. 住宅施設  

住宅へのアクセスは、風除室からオートロックによるセキュリティチェックを経てエ

ントランスホールへ導入する。エントランスホールからは共用廊下を通り、エレベータ

ーにより上階へ上り、共用廊下を経て各住戸までアクセスする。  

共用部は居住者サービスの利便性に配慮し配置する。  

B. 業務施設  

駐車場は、Ａ地区及びＢ地区にそれぞれ機械式駐車場を設置する。駐車場への出入

口は通行量が多い十二社通り、青梅街道を避け、区画道路に面した位置に設ける。 

 

C. 商業施設  

賑わいと活気を再生できるよう主に十二社通りに面して設ける。一部神田川沿いの

公園と広場に面して豊かな環境を享受できる店舗も設置する。 
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     2. 断面計画  

A. 基本計画方針  

防災施設建築物は、圧迫感を軽減するよう敷地境界からセットバックした位置に配置

する。建築物外観は周辺環境に配慮した立面デザインを行なう。  

 

3. 防災計画  

防災施設建築物は、周辺への延焼防止として建築物の不燃化を行い、居住者の安全性

を確保できる鉄筋コンクリート造等の耐震建築物とする。  

避難階は 1階とし、非常時用の動線としては共用廊下に面した直通階段とバルコニー

に設ける垂直避難口を利用する計画とする。階段付近には屋内消火栓設備を設け、火災

の初期消火が可能な計画とする。また、非常用エレベーター及び被災初期72時間に対応

する自家発電設備及び防災備蓄倉庫を設置する。また、エレベーターはストレッチャー

での搬送可能なサイズを採用し、救急に備える。 

Ａ地区防災施設建築物には帰宅困難者用の一時滞在施設約 200㎡及び待機者用防災備

蓄倉庫を整備する。 

敷地周囲の歩道状空地は、施設利用者、居住者、地域住民等に対して安全な避難経路

となるよう整備する。また、建築物周辺に、緊急車両の活動に有効な空間を確保する。  

大地震等の際、地域住民が一時的に避難できる場所（一時集合場所）として神田川沿

いの公園、広場１号、広場４号を整備し、神田川沿いの公園又は広場状空地には防災用

井戸やかまどベンチ、マンホールトイレを計画する。 

 

4. 構造計画  

構造計画は、周辺への延焼防止として建築物の不燃化を行い、居住者の安全性を確保

できる中間免震層を設けた建築物とする。  

 

 

(ﾛ) 構造                A地区：鉄骨造一部ＣＦＴ造 

B地区：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造 

(ﾊ) 用途及び階数 用途 A地区：住宅、事務所、店舗、駐車場 

            B地区：住宅、店舗、保育所等、駐車場 

            階数 A地区：地下 2階・地上 35階 

            B地区：地下 2階・地上 35階 

(ﾆ)高さ         A地区：約 156ｍ（建築基準法施行令第２条第１項第六号に定める高

さ） 

         B地区：約 130ｍ（建築基準法施行令第２条第１項第六号に定める高

さ） 
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(ﾎ) 建築形態の概要  

 

 

(ﾍ) 各階の床面積及び主要用途  

Ａ地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容積対象

床面積

A地区 約7,980㎡ 約4,287㎡ 約62,781㎡ 約90,598㎡ 約54％ 約787 %

B地区 約4,267㎡ 約2,074㎡ 約27,926㎡ 約44,430㎡ 約49％ 約654 %

敷地面積 建築面積 建ぺい率 容積率延べ面積

階別 床面積（㎡） 主要用途

35階 約 2,206 住宅

34階 約 2,202 住宅

33階 約 2,204 住宅

32階 約 2,203 住宅

31階 約 2,203 住宅

30階 約 2,203 住宅

29階 約 2,203 住宅

28階 約 2,203 住宅

27階 約 2,203 住宅

26階 約 2,203 住宅

25階 約 2,203 住宅

24階 約 2,095 住宅

23階 約 2,279 住宅

22階 約 2,272 住宅

21階 約 2,273 住宅

20階 約 2,240 住宅

19階 約 2,260 住宅

18階 約 1,239 トレンチピット・駐輪場

17階 約 2,533 事務所

16階 約 2,533 事務所

15階 約 2,533 事務所

14階 約 2,533 事務所

13階 約 2,533 事務所

12階 約 2,490 事務所

11階 約 2,533 事務所

10階 約 2,556 事務所

9階 約 2,486 事務所
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Ｂ地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階別 床面積（㎡） 主要用途

35階 約 1,080 住宅

34階 約 1,080 住宅

33階 約 1,080 住宅

32階 約 1,080 住宅

31階 約 1,080 住宅

30階 約 1,080 住宅

29階 約 1,080 住宅

28階 約 1,080 住宅

27階 約 1,096 住宅

26階 約 1,073 住宅

25階 約 1,073 住宅

24階 約 1,073 住宅

23階 約 1,073 住宅

22階 約 1,073 住宅

21階 約 1,073 住宅

20階 約 1,072 住宅

19階 約 1,072 住宅

18階 約 1,072 住宅

17階 約 1,072 住宅

16階 約 1,072 住宅

15階 約 1,072 住宅

14階 約 1,072 住宅

階別 床面積（㎡） 主要用途

8階 約 2,473 事務所

7階 約 2,490 事務所

6階 約 2,452 事務所

5階 約 2,452 事務所

4階 約 2,452 事務所

3階 約 2,452 事務所

2階 約 1,874 店舗、機械室

1階 約 3,799 住宅、事務所、店舗

地下1階 約 4,240 駐車場、機械室

地下2階 約 4,128 機械室

合計 約 90,598 PH､機械式駐車場等3,302㎡含む
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階別 床面積（㎡） 主要用途

13階 約 1,072 住宅

12階 約 1,072 住宅

11階 約 1,088 住宅

10階 約 1,072 住宅

9階 約 1,072 住宅

8階 約 1,072 住宅

7階 約 1,072 住宅

6階 約 1,072 住宅

5階 約 1,072 住宅

4階 約 1,358 駐輪場

3階 約 1,087 SOHO住宅

2階 約 1,068 店舗、保育所

1階 約 1,718 店舗、住宅

地下1階 約 4,626 駐車場、機械室

地下2階 約 1,071 機械室

合計 約 44,430 PH､機械式駐車場等1,564㎡含む
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3) 防災施設建築敷地の設計の概要

(ｲ) 設計方針

防災施設建築敷地の沿道部は周辺地域の安全性・防災性の向上に寄与する歩行者空間を

確保する。さらに沿道部には、積極的に植栽を計画することで、潤いとゆとりのある住環

境とする。また、樹木の植栽は周辺への風環境に配慮した配置とする。

(ﾛ) 空地整備等

防災施設建築敷地の沿道部には、幅3ｍ又は 4ｍの空間を歩道状空地として整備し、連続

する歩行者空間を確保する。歩道状空地には街路樹等を積極的に植栽することで、歩行者

空間に潤いを与え、潤いとゆとりが感じられる住環境を創出する。敷地南側及び東側は風

環境への影響が懸念されることから、街路樹を配置し、影響の軽減を図る。

地区施設として広場状空地をＡＢ両地区に整備する。 

名称 幅員 延長 備考 

歩道状空地１号 4ｍ 約105ｍ 新設 

歩道状空地２号 4ｍ 約210ｍ 新設 

歩道状空地３号 3ｍ 約190ｍ 新設 

歩道状空地４号 3ｍ 約35ｍ 新設 

歩道状空地５号 3ｍ 約50ｍ 新設 

名称 面積 備考 

広場１号 約1,380㎡ 新設 

広場２号 約240㎡ 新設 

広場３号 約150㎡ 新設 

広場４号 約890㎡ 新設 

4) 公共施設の設計の概要

(ｲ) 設計方針

本事業では、狭隘道路の解消及び防災機能の向上を目的として、地区内に区画道路を設

け、円滑な消防活動を可能とする。

また、敷地西部には約 2400㎡の公園を整備する。敷地西部の広場状空地と一体的に整備

することで、有事の際に防災拠点として利用できる広がりのある公園とする。  

(ﾛ) 公共施設整備等

1．平面計画

防災性向上を図るため、また、土地の高度利用に伴う地区内の交通を処理するため区画

道路１～３号を設け、8.00ｍ以上の幅員を持つ区道とする。 

防災街区整備事業により公園を整備する。公園内の淀橋付近を橋詰広場とし、神田川沿

いの遊歩道の青梅街道による分断感を緩和するとともに、神田川沿いの遊歩道、水と緑の

散歩道、西新宿六丁目等、周辺地区の各広場と連絡する歩行者ネットワークの基点とす

る。 

2．断面計画 

歩行者や自動車より見通しの良い公園とすることで、出合い頭の事故が起きぬよう配慮し

た計画とする。 
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道路 名称 幅員 延長 備考 

区画道路１号 8ｍ 約40ｍ 拡幅 

区画道路２号 8ｍ～12ｍ 約85ｍ 新設 

区画道路３号 8ｍ 約100ｍ 新設 

公園 名称 面積 備考 

公園１号 約2,446㎡ 新設 

公園２号 約397㎡ 新設 

5) 個別利用区内の宅地の設計の概要

(ｲ) 設計方針

土地への権利変換を希望する権利者のために、個別利用区を設定する。個別利用区での

宅地への権利変換の申し出に係る基準面積として敷地面積の最低限度を 100㎡とする。 

(2) 設計図

1) 防災施設建築物の設計図 添付書類（3）の通り 

2) 防災施設建築敷地の設計図 添付書類（4）の通り 

3) 公共施設の設計図 添付書類（5）の通り 



添付書類（1） 

施行地区の位置図 



位
置
図
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添付書類（2） 

施行地区の区域図
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添付書類（3） 

防災施設建築物の設計図
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添付書類（4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災施設建築敷地の設計図 
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添付書類（5） 

公共施設の設計図



A　地区

B　地区

区画
道路3号

区画
道路1号

区画
道路2号

C 地区

公園1号

公園2号

Ｎ

西 新 宿 五丁 目 北地 区 防 災 街 区 整 備 事業 公共施 設 の 計 画 図 平 面図 （ 1） 縮 尺 ＝ 1： 500
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A　地区

区画
道路3号 B　地区

区画
道路1号

区画
道路2号

公園1号

公園2号

C 地区

Ｎ

西 新 宿 五丁 目 北地 区 防 災 街 区 整 備 事業 公共施 設 の 計 画 図 平 面図 （ 2） 縮 尺 ＝ 1： 500
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＊今後の行政協議、詳細検討等により変更する場合があります。
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KEY PLAN 

公園２号 断面図 
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添付書類（6） 

個別利用区内の宅地の設計図



区画道路２号

Ｂ地区

施行区域

地区の区分

個別利用区の宅地の
敷地境界

凡　　例

西新宿５丁目」北地区防災街区整備事業　　個別利用区内の宅地の設計図　Ｓ＝1/500

公
園
２
号

区画道路1号

Ｃ地区

Ｃ１
185.00㎡

Ｃ２
100.97㎡

Ｃ３
100.76㎡

Ｃ４
100.7５㎡

Ｃ５
100.００㎡

Ｃ６
100.００㎡

Ｃ７
６２６．６６㎡

71


	221110_A棟(B2_PHRF)+断面.pdf
	B2F
	B1F
	1F
	2F
	3,4F
	5,6F
	7,8F
	9,10F
	11,12F
	13,14F
	15,16F
	17,18F
	19,20F
	21,22F
	23,24F
	25,26F
	27,28F
	29,30F
	31,32F
	33,34F
	35,PH1F
	PH2,PHRF

	221110_B棟(B2~PHRF)+断面.pdf
	B2F
	B1F
	1F
	2F
	3,4F
	5,6F
	7,8F
	9,10F
	11,12F
	13,14F
	15,16F
	17,18F
	19,20F
	21,22F
	23,24F
	25,26F
	27,28F
	29,30F
	31,32F
	33,34F
	35,PH1F
	PH2,PHRF

	211110‗建築敷地の設計図.pdf
	05事業計画書用個別利用区(ページあり）.pdf
	06事業計画書用公共施設計画図（ページあり）.pdf



